
 

 

2024 年 4 月 12 日 

株式会社みずほフィナンシャルグループ 

 

サステナビリティへの取り組み強化について 

株式会社みずほフィナンシャルグループ（執行役社長:木原 正裕）は、2023 年度に開始

した中期経営計画の中で、将来のありたき世界として「『個人の幸福な生活』とそれを支え

る『サステナブルな社会・経済』」を掲げ、サステナビリティの実現に向けた取り組みを強

化しています。 

2023 年度には、順次設定してきた投融資を通じた排出量（Scope3）目標へのセクターの

追加、「環境・社会に配慮した投融資の取組方針」の改定を行いました。今般、これらのサ

ステナビリティへの取り組みの強化や進捗をまとめた「サステナビリティプログレス2024」

を発行しました。 

1. サステナビリティプログレス 2024 の公表 

サステナブルビジネス、気候変動・自然資本・人権への対応、「環境・社会に配慮した

投融資の取組方針」などについて、取り組みを強化した内容に加えて、〈みずほ〉の基本

的な考え方や戦略、定量・定性的な取り組み実績、目標に対する進捗などを幅広くまとめ

ました。 

【サステナビリティプログレス 2024 URL】 

 https://www.mizuho-fg.co.jp/csr/mizuhocsr/report/pdf/sus_progress_2024.pdf 

 

2. 投融資を通じた排出量（Scope3）目標の設定 

〈みずほ〉は、NZBA ガイドラインに基づき、各セクターの移行リスク評価、信用エク

スポージャー、GHG 排出量等を考慮のうえ、優先度が高いセクターから、Scope3(投融資

を通じた排出)の 2030 年度中期目標を順次設定してきましたが、今般、鉄鋼・不動産セ

クターの目標を設定しました。 

 

3. 「環境・社会に配慮した投融資の取組方針」の改定 

〈みずほ〉では、投融資等を通じた環境・社会に対するネガティブな影響を防

止・軽減するため、「環境･社会に配慮した投融資の取組方針」(ES ポリシー) を制

定しています。 

気候変動や自然資本の損失、人権課題への対応を強化するため、執行・監督

での議論を重ね、2024 年 3 月に以下の通り同方針を改定しました。 

 



 

 

 

〈みずほ〉は、様々なステークホルダーのみなさまとともに、困難な課題に対する打ち

手を考え、「ありたき世界」の実現に向けた挑戦を続けていきます。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

  

 

セクター横断(禁止・留意)

人権課題

移行リスクセクター
電力(石炭/石油/ガス火力発電)、石炭鉱業、

石油、ガス、鉄鋼、セメント

特定セクター

兵器・武器 石炭火力発電 一般炭採掘

石油・ガス 鉱業 大規模水力発電

木質バイオマス発電 大規模農園 パームオイル

木材・紙パルプ 漁業・養殖 ：改定・追加

＜ESポリシーの概要＞


